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特集―富士森公園

市
内
最
古
の
公
園
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

市
内
中
心
部
に
あ
る
富
士
森
公
園
は
、
多
摩
地
域
で
初
め
て
造
成
さ
れ
た
本
格
的
な
公
園
と
し
て
１

０
０
年
以
上
前
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
一
時
期
は
戦
争
の
影
響
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
平
和
の
象
徴
の
１
つ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
公
園
内
の
浅
間
神
社
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
知
ら

れ
ざ
る
公
園
の
ヒ
ミ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

富
士
森
公
園
で
学
ぶ

 
戦
争
と
平
和

富
士
森
の
由
来

　

富
士
森
公
園
の
高
台
に
あ
る
浅

間
神
社
は
、
江
戸
時
代
初
め
、
関

樹
木
が
生
い
茂
る
浅
間
神
社
の
鎮

守
の
森
で
し
た
。

慰
霊
の
場
と
し
て

　

富
士
森
公
園
が
い
わ
ゆ
る
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
１
８
９

６
（
明
治
29
）
年
。
市
内
で
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
同
年
に
は
南

多
摩
郡
有
志
に
よ
っ
て
、
報
國
忠

魂
之
碑
（
現
存
せ
ず
）、
西
南
戦

争
・
日
清
戦
争
戦
没
軍
人
・
兵
士

の
碑
、
日
清
戦
争
従
軍
軍
夫
の
碑

の
３
基
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
園
か
ら
10
年
を
経
た
明
治
40

年
代
の
様
子
に
つ
い
て
、
１
９
１

１
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
八
王
子
案

東
総
代
官
で
あ
っ
た
大
久
保
長
安

が
高
さ
約
６
ｍ
の
塚
を
築
き
、
山

上
に
駿
河
国
（
現
静
岡
県
）
の
本

宮
浅
間
神
社
を
分
社
し
て
勧
請
し

た
の
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
塚
は
美
し
い
富
士
山
を
望

め
る
こ
と
か
ら
「
富
士
塚
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が

「
富
士
森
」
命
名
の
起
源
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
「
富
士
森
」
の
由
来
は
諸
説
あ

り
、
南
北
朝
時
代
に
こ
の
地
に
落

ち
の
び
た
南
朝
方
の
公
家
の
女
性

「
お
富
士
の
方
」
が
塚
を
築
い
た

の
で
「
富
士
塚
」
と
呼
ば
れ
た
と

い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。
と

も
あ
れ
、
公
園
一
帯
は
古
く
か
ら

内
』
に
は
、「
各
戦
役
に
戦
没

し
た
る
軍
人
軍
属
の
氏
名
を
刻

せ
る
石
碑
三
個
。
其
地
境
内
に

茶
店
、
常
夜
燈
、
及
び
吾
妻
家

あ
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

園
内
の
特
徴
の
１
つ
に
慰
霊
碑

が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

１
９
０
６
年
に
は
日
露
戦
争

戦
死
者
の
忠
魂
碑
が
建
立
さ
れ
、

そ
の
除
幕
式
、
弔
魂
祭
に
は
約
１

万
人
が
参
列
し
た
と
い
い
ま
す
。

慰
霊
碑
の
近
く
に
は
日
清
・
日
露

戦
争
に
参
戦
し
た
軍
艦
「
松
島
」

の
大
砲
が
据
え
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
格
好
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
開
園
当
初
の
園
内

は
、
忠
魂
碑
を
中
心
に
戦
死
者
を

慰
霊
す
る
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、

「
招
魂
場
」
の
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
当
時
、
毎
年
４
月

15
日
に
「
招
魂
祭
」
が
行
わ
れ
、

南
多
摩
郡
全
域
か
ら
在
郷
軍
人
、

青
年
団
な
ど
が
集
い
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
武
道
競
技
と
、
射
撃
場
で

の
実
弾
射
撃
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
三
多
摩
青
年
会
の
発

会
式
、
戦
勝
祝
賀
会
、
明
治
神
宮

鎮
座
の
遥
拝
式
、
戦
死
者
の
市
民

葬
、
農
家
の
家
族
慰
安
会
な
ど
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
の
影
響

　

大
正
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
際
、

多
摩
御
陵
の
葬
儀
で
使
用
し
た
祭

場
殿
が
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）

年
に
、「
大
正
殿
」
と
し
て
神
社

境
内
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
後
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
１
９
５

３
年
よ
り
現
在
の
「
拝
殿
」
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
年
に
は
露
商
組
合
に
よ
っ
て

園
内
に
１
万
本
の
躑つ

つ
じ躅
が
植
え
ら

れ
、
藤
棚
も
作
ら
れ
ま
す
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
園

内
に
市
内
初
の
本
格
的
な
ス
ポ
ー

ツ
会
場
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
、
盛
大
に
実

施
さ
れ
て
い
た
の
が
、
府
立
第
二

商
業
学
校
の
秋
の
運
動
会
で
す
。

八
王
子
名
物
の
１
つ
と
し
て
、
多

く
の
市
民
が
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽

◀
今
も
残
る
大
正
殿
の
石
柱

▲�明治40年代の富士森公園の招魂場
（八王子市郷土資料館蔵）
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し
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
１
９
６
１
年
に
は
現
在
の
八

王
子
祭
り
の
前
身
、
第
１
回
八
王

子
市
民
祭
が
開
催
さ
れ
、
野
球
場

で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
民
謡
、
舞

踊
、
吹
奏
楽
、
花
火
と
い
っ
た
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
３
万
人
を
超
え
る
人

び
と
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
メ
ー
デ
ー
や
花
火
大

会
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
た
ほ
か
、
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
の
「
全
国
都
市
緑
化
は
ち

お
う
じ
フ
ェ
ア
」
の
際
は
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
、
公
園
全
体
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
最
近

で
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
点
火
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
青
年
学
校
の
軍
事
教
練
練

兵
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
戦
争
が

激
化
す
る
に
つ
れ
、
慰
霊
の
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
戦
争
の
訓
練
の
場

と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
近
代
戦
争

の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
園

内
に
は
、
い
ま
も
戦
争
の
面
影
が

残
っ
て
い
ま
す
。
先
述
し
た
慰
霊

碑
は
現
在
も
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、

現
在
の
市
域
と
な
っ
た
翌
年
の
１

９
６
５
年
に
は
巨
大
な
「
八
王
子

市
慰
霊
塔
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

く
す
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
、
空
砲
の

硝
煙
が
漂
う
中
で
の
上
級
生
に
よ

る
撤
兵
戦
や
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
軍

事
演
習
な
ど
、
徐
々
に
戦
時
色
が

強
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

１
９
４
０
年
に
は
大
正
殿
の
前

で
「
紀
元
２
６
０
０
年
記
念
式

典
」
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
に

も
戦
没
将
士
慰
霊
祭
、
武
運
長
久

祈
願
な
ど
、
国
民
精
神
総
動
員
運

動
の
実
践
行
事
の
場
と
し
て
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
官
公
庁
や

平
和
の
象
徴
と
し
て

　

１
年
の
う
ち
で
、
富
士
森
公
園

に
最
も
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る

の
は
、
桜
が
咲
き
誇
る
お
花
見
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
富
士
森
公
園
は

桜
の
名
所
と
し
て
も
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
公
園

の
東
側
を
南
北
に
通
ず
る
都
道

に
、
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

見
事
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
花
見
の
時
期
に
は
、

こ
の
通
り
の
桜
木
に
提
灯
が
と
も

り
、
長
く
夜
店
が
並
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

戦
争
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

多
く
行
わ
れ
て
い
た
公
園
も
、
現

在
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備

え
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
声
が
響

く
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。
１
９
９
３
年
に
園

の
中
央
部
に
建
立
さ
れ
た
「
平
和

の
像
」
は
、
市
の
平
和
の
象
徴
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

八
王
子
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
富
士
森
公
園
は
、
い
ま
も

戦
争
と
平
和
の
両
面
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
市
内
有
数
の
場
所
で

も
あ
る
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

　

１
９
４
６
年
、
八
王
子
空
襲
で

罹
災
し
た
八
王
子
市
立
高
等
女
学

校
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
移
転

し
て
き
ま
し
た
。
後
に
こ
こ
の
地

名
を
と
っ
て
富
士
森
高
等
学
校
と

名
称
が
変
更
さ
れ
、
昭
和
30
年
代

に
現
在
の
長
房
町
に
移
転
す
る
ま

で
園
内
で
開
校
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
４
７
年
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
再
整
備
さ
れ
、
第
１
回
市
民
体

育
祭
の
会
場
の
１
つ
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
９
５
０

年
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
１
９
５
６

年
に
新
た
な
市
民
球
場
、
１
９
６

３
年
に
市
民
プ
ー
ル
が
開
設
。
１

９
７
４
年
に
は
都
下
最
大
規
模
の

市
民
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な

ど
、
多
摩
地
域
屈
指
の
ス
ポ
ー
ツ

公
園
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
施
設
に
限
ら

ず
、
戦
後
に
な
っ
て

富
士
森
公
園
は
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て

の
性
格
を
強
め
て
い

き
ま
す
。
１
９
５
１

年
に
は
都
の
移
動
動

物
園
と
し
て
、
象
の

「
ハ
ナ
子
」
が
来
園

▲�こども広場にある市制100周年
のロゴをモチーフにした時計

▶�

昭
和
初
期
の
富
士
森
公
園
の
運
動
場
（
上
）
と
１
９
３
４
年
の
府
立
第
二
商
業
学
校
創
立
15
周

年
記
念
運
動
会
の
よ
う
す
（『
都
立
第
二
商
業
高
等
学
校
70
年
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
）
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戦
前
に
は
職
業
野
球
団
（
現
プ
ロ
野

球
）
が
指
導
試
合
に
訪
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ナ
イ
タ
ー
施
設
や
放
送
設
備

を
有
し
、
硬
式
野
球
の
で
き
る
野
球
場

と
し
て
、
高
校
野
球
の
予
選
も
行
わ
れ

て
い
る
。
両
翼
98
ｍ
、
セ
ン
タ
ー
１
２

２
ｍ
。
入
場
定
員
１
１
２
８
９
人
。

F野球場 西
南
戦
争
・
日
清
戦
争
の
戦
没
軍
人
・

兵
士
の
碑
、
日
清
戦
争
従
軍
軍
夫
の

碑
、
日
露
戦
争
忠
死
者
の
碑
、
北
清
事

変
・
第
一
次
世
界
大
戦
・
満
州
事
変
等

戦
死
者
の
碑
の
４
基
が
建
つ
。
ひ
と
き

わ
大
き
な
日
露
戦
争
忠
死
者
の
碑
に
は

「
忠
烈
无
窮
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

祭
神
は
木
花
咲
耶
姫
命
（
こ
の
は
な

の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）。
２
０
１

９
（
令
和
元
）
年
に
本
殿
の
新
築
工
事

が
竣
工
し
た
。
神
社
の
例
祭
は
８
月
１

日
。
前
夜
の
７
月
31
日
に
は
だ
ん
ご
祭

り
が
行
わ
れ
、
境
内
の
周
り
に
露
店
が

並
ぶ
。

E浅間神社 八
王
子
市
の
非
核
平
和
都
市
宣
言
10
周

年
に
あ
た
り
、
恒
久
平
和
を
願
う
市
民

の
平
和
の
象
徴
と
し
て
１
９
９
３
（
平

成
５
）
年
に
建
立
。
像
の
左
右
に
は

「
八
王
子
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
と

「
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
」
を
記
し

た
碑
が
立
っ
て
い
る
。

B平和の像

石
阪
昌
孝
は
明
治
時
代
の
自
由
民
権

家
。
多
摩
郡
野
津
田
村
に
生
ま
れ
、
戸

長
、
区
長
を
歴
任
し
、
神
奈
川
県
会
議

員
、
議
長
に
選
ば
れ
る
。
自
由
党
に
参

加
し
、
衆
議
院
議
員
を
経
て
、
群
馬
県

知
事
に
就
任
し
た
。
娘
の
美
那
は
北
村

透
谷
の
妻
。

D
石
阪
昌
孝
の
碑

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
開
設
。
市
制

１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
整
備
さ
れ
、
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
３

０
０
０
人
の
観
客
を
収
容
で
き
る
。
基

本
的
に
有
料
だ
が
、
水
曜
日
と
毎
日
朝

晩
は
無
料
で
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

A陸上競技場

C慰霊碑群

に富士森公園

市内の中心部に10万㎡もの広さを擁する富士森公園には、スポーツ施設や遊び場、
歴史を刻む石碑や芸術的な彫刻など、数多くの見どころがあります。ここでは知っ
ているようで意外と知らない、富士森公園の見どころをご紹介します。

行ってみよう

見どころたくさん

アクセス
✿ �J R八王子駅南口から「東京家政学院」「法政大学」行きバス
などで約10分　「富士森公園」バス停下車

✿ J R西八王子駅南口から徒歩約20分
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１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
オ
ー
プ
ン
。

当
時
は
市
民
体
育
館
と
し
て
都
下
最
大

規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
各
施
設
の
貸

切
利
用
や
個
人
で
利
用
で
き
る
各
種
競

技
の
一
般
開
放
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。２
０
１
６（
平

成
28
）
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

H富士森体育館 １
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
、
現
在
の
八

王
子
市
域
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
旧
市
町
村
す
べ
て
の
戦
死
者
、
戦

災
死
者
を
統
合
し
て
慰
霊
す
る
た
め
八

王
子
市
が
建
立
。
高
さ
約
20
ｍ
。
西
南

戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
３
２
４

８
名
の
氏
名
を
納
め
て
い
る
。

G八王子市慰霊塔
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特集―富士森公園

地
図
を
片
手
に
訪
ね
て
み
よ
う

富
士
森
公
園
は
園
内
だ
け
で
な
く
、
周
辺
に
も
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
周

囲
に
点
在
す
る
歴
史
的
な
寺
院
を
紹
介
し
ま
す
。
市
内
で
も
有
数
の
古
刹
、
著
名
人
の
墓
地
な
ど
、

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
目
白
押
し
。
地
図
を
広
げ
て
、
気
に
な
る
お
寺
に
足
を

延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

富
士
森
公
園
周
辺
の

 
寺
院
巡
り

●❶
観
音
寺

　

も
と
も
と
は
薬
師
堂
の
別
当
寺
と
し
て
犬

目
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
、
後
に
現
在
地
へ

移
転
し
ま
し
た
。
山
門
は
千
人
同
心
組
頭
中

村
左
京
の
屋
敷
門
を
移
築
し
た
も
の
。
蘭
方

医
秋
山
家
の
墓
が
あ
り
、
墓
石
に
は
「
Ａ
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

山
門
前
に
は
秋
山
義
方
父
子
の
碑
が
あ
り

ま
す
。
秋
山
義
方
は
眼
科
医
で
あ
り
、
高
野

長
英
と
も
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
息
子
の
秋

山
佐
蔵
も
内
科
医
・
眼
科
医
と
し
て
活
躍

し
、
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
に
、
わ
が
国

で
初
め
て
金
属
活
版
印
刷
に
よ
る
西
洋
医
学

書
の
翻
訳
刊
行
を
行
い
ま
し
た
。（
は
ち
と

ぴ
36
号
参
照
）

●❷
本
立
寺

　

１
５
６
６
（
永
禄
９
）
年
に
滝
山
に
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
人
頭
、

原
胤た

ね

従つ
ぐ

が
中
興
開
基
と
な
り
、
１
５
９
６

（
慶
長
元
）
年
に
現
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

墓
域
に
あ
る
、
１
８
２
７
（
文
政
10
）
年

に
亡
く
な
っ
た
原
胤た

ね

敦あ
つ

の
墓
は
、
都
の
指
定

旧
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
胤
敦
は
１
７
４

８
（
寛
延
元
）
年
に
千
人
頭
の
家
に
誕
生
。

１
７
７
６
（
安
永
５
）
年
に
家
督
を
継
ぎ
、

１
８
０
０
（
寛
政
12
）
年
に
千
人
同
心
の
子

弟
１
０
０
人
を
率
い
て
蝦
夷
地
（
北
海
道
）

の
開
拓
に
着
手
し
ま
し
た
。
１
８
１
４
（
文

化
11
）
年
に
は
幕
府
の
命
に
よ
り
、『
新
編

武
蔵
国
風
土
記
稿
』
の
編
纂
に
も
従
事
し
ま

し
た
。（
は
ち
と
ぴ
50
号
参
照
）

　

ほ
か
に
も
墓
域
内
に
は
、
八
王
子
生
ま
れ

の
江
戸
文
化
・
風
俗
研
究
家
、
三
田
村
鳶
魚

の
墓
も
あ
り
ま
す
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
八
王
子
空
襲

に
よ
っ
て
す
べ
て
の
伽
藍
が
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
徐
々
に
復
興
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

●❸
法
蓮
寺

　

１
５
７
３
（
天
正
元
）
年
に
創
建
。
境
内

に
は
千
人
同
心
組
頭
、
並
木
以い

寧ね
い

の
墓
が
あ

り
ま
す
。
並
木
以
寧
は
医
術
を
身
に
つ
け
、

元
八
王
子
に
「
養
老
畑
」
を
設
置
し
、
庶
民

の
救
済
費
に
充
て
ま
し
た
。
貧
し
い
人
び
と

に
対
し
て
も
献
身
的
に
治
療
を
施
し
、
多
く

の
庶
民
に
慕
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

書
道
の
私
塾
を
開
き
、
弟
子
も
多
く
、
墓
に

は
「
筆
門
五
百
余
人
造
立
之
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

本
堂
の
脇
に
は
、
八
王
子
空
襲
で
焼
け
た

カ
キ
の
木
の
幹
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
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●❹
念
仏
院

　

市
指
定
文
化
財
の
「
時
の
鐘
」
が
あ
り
ま

す
。
銅
製
で
高
さ
１
４
８
㎝
、
口
径
79
㎝
。

１
６
９
９
（
元
禄
12
）
年
、
町
の
人
び
と
へ

時
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
八
日
市
宿
名
主
新

野
与
五
右
衛
門
を
大
旦
那
と
し
て
、
八
王
子

十
五
宿
、
千
人
同
心
、
近
郷
村
々
の
協
力
に

よ
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

鐘
銘
に
は
「
武
州
多
西
郡
八
王
子
町
時
之

鐘
」
と
八
王
子
町
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
１
日
12
回
、
２
時
間
お
き
に
打

ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
民
に
親
し
ま

れ
、
戦
時
期
の
供
出
は
免
れ
ま
し
た
が
、
空

襲
で
焼
失
。
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
に
再

建
さ
れ
て
い
ま
す
。

●❺
金
剛
院

　

弘
法
大
師
空
海
の
法
灯
を
継
ぐ
、
高
野
山

真
言
宗
の
寺
院
。
１
５
７
６
（
天
正
４
）
年

に
開
か
れ
、
当
初
は
「
明
王
院
」
と
い
う
寺

名
で
し
た
。
１
６
３
１
（
寛
永
８
）
年
に
現

在
地
に
移
転
し
、
金
剛
院
と
し
て
新
た
な
伽

藍
を
開
設
。
戦
後
の
一
時
期
、
境
内
に
図
書

館
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

都
文
化
財
の
狩
野
春
笑
筆
「
紙
本
着
色
西

王
母
図
」
と
江
戸
時
代
の
「
紙
本
着
色
高
野

山
図
絵
」
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
70
年
を
迎
え
た
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
に
は
、
檀
家
の
戦
死
者
を
調
査
し
、

「
第
二
次
世
界
大
戦
戦
没
者
慰
霊
供
養
塔
」

を
建
立
し
ま
し
た
。
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特集―富士森公園

●❻
信
松
院

　

武
田
信
玄
の
娘
、
松
姫
が
開
基
。
武
田
信

玄
滅
亡
後
に
八
王
子
へ
逃
れ
、
こ
の
地
で
没

し
た
松
姫
は
、
元
武
田
家
の
家
臣
で
あ
る
千

人
同
心
や
大
久
保
長
安
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
指
定
文
化
財
の
木
造
松
姫
坐
像
は
、
松

姫
百
回
忌
に
あ
た
る
１
７
１
５
（
正
徳
５
）

年
こ
ろ
の
作
。
寄
木
造
り
の
玉
眼
で
、
彩
色

さ
れ
て
お
り
、
剃
髪
し
て
法
衣
に
袈
裟
を
つ

け
た
尼
僧
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
百
回
忌
に
は
、
松
姫
の
兄
で
あ
る

仁
科
盛
信
の
孫
、
仁
科
資す

け

真ざ
ね

に
よ
っ
て
、
木

製
軍
船
ひ
な
形
と
目
録
が
寄
進
さ
れ
ま
し

た
。
信
玄
ゆ
か
り
の
２
つ
の
木
製
軍
船
の
ひ

な
型
は
都
指
定
文
化
財
で
、
小
早
川
隆
景
の

軍
が
使
用
し
た
、
わ
が
国
最
古
の
軍
船
の
模

型
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
域
に
あ
る
松
姫
の
墓

（
市
指
定
史
跡
）
は
、
没

後
１
３
２
年
目
に
あ
た
る

１
７
４
８
（
延
享
５
）
年

に
千
人
頭
・
千
人
同
心
た

ち
が
玉
垣
を
寄
進
し
て
、

現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
り

ま
し
た
。

　

春
に
は
桜
が
咲
き
、
７

月
に
は
ほ
お
ず
き
市
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
寺
院
で
す
。

（
は
ち
と
ぴ
27
号
参
照
）

　

富
士
森
公
園
の
辺
り
は
、
江
戸
時

代
に
は
「
御
所
水
村
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
御
所
水
の
由
来
は
、
高

台
か
ら
清
ら
か
な
湧
水
が
出
た
こ
と

か
ら
「
高
所
水
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ

が
転
じ
て
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
江
戸
時
代
、
大
久
保
長
安
が

小
門
町
に
陣
屋
を
置
い
て
い
た
と
き

に
は
、
こ
こ
か
ら
水
を
引
い
て
い
ま

し
た
。
い
ま
は
も
う
水
は
枯
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
富
士
森
公
園
の

近
く
に
は
現
在
も
弁
天
様
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

御 

所 

水

▶
御
所
水
弁
財
天
の
碑
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●❼
直
入
院

●❽
廣
園
寺

　

市
内
有
数
の
禅
宗
の
名
刹
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
１
３
８
９
（
康
応
元
）
年
に
、

甲
斐
国
向
嶽
寺
（
現
山
梨
県
甲
州
市
）
の
峻

翁
令
山
和
尚
を
開
山
と
し
て
創
建
。
本
尊
は

弥
勒
菩
薩
で
、
近
隣
地
域
の
人
び
と
か
ら

「
山
田
の
本
坊
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

堂
宇
は
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
の
八
王

子
城
落
城
時
の
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
。
江
戸

時
代
初
期
に
は
幕
府
の
庇
護
の
も
と
、
京
都

南
禅
寺
派
の
禅
宗
寺
院
と
し
て
発
展
し
、
七

堂
伽
藍
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
１
６
９
７
（
元

禄
10
）
年
、
１
７
９
２
（
寛
政
４
）
年
の
火

災
で
荒
廃
し
ま
し
た
が
、
文
化
～
天
保
年
間

（
１
８
０
４
～
44
）
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
境
内
１
万
坪
、
寺
領
53
万

坪
、
塔
頭
四
十
余
カ
寺
と
末
寺
百
カ
寺
を
擁

し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

総
門
、
山
門
、
仏
殿
が
南
北
一
直
線
に
並

び
、
そ
の
奥
に
石
垣
を
も
っ
て
一
段
高
く
本

堂
、
庫
裏
、
開
山
堂
が
東
西
に
配
置
さ
れ
る

と
い
う
代
表
的
な
禅
宗
寺
院
様
式
を
保
っ
て

い
ま
す
。
庭
園
も
含
め
て
、
境
内
一
帯
は
東

京
都
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
毎
年
４

月
６
日
に
は
開
山
忌
が
行
わ
れ
、
市
民
坐
禅

会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

総
門
、
山
門
、
仏
殿
、
鐘
楼
の
他
、
木
造

法
光
円
融
禅
師
坐
像
は
都
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
は
小
門
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
災

後
、
墓
地
と
一
緒
に
現
在
地
に
移
転
。
そ
の

際
に
本
堂
と
庫
裡
が
復
興
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
市
指
定
文
化
財
の
石
造
五
智
如

来
立
像
が
あ
り
ま
す
。
五
智
如
来
は
、
は
じ

め
小
門
町
の
蓮
生
院
の
門
前
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の

戦
災
に
よ
り
蓮
生
院
が
焼
失
、
廃
寺
と
な
っ

た
た
め
、
１
９
５
４
年
に
元
横
山
町
の
帰
西

寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
１
９
５
７
年

に
、
区
画
整
理
に
よ
る
移
転
を
機
に
帰
西
寺

が
直
入
院
と
合
併
し
た
た
め
、
現
在
地
に
再

移
転
。
か
つ
て
は
縁
日
に
と
う
も
ろ
こ
し
を

売
る
露
店
が
並
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
と
う
も

ろ
こ
し
地
蔵
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
は
ち
と
ぴ
50
号
参
照
）

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
、
八
王
子
市
営
最

古
の
共
同
墓
地
と
し
て
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
墓
域
に
は
萬
福
寺
や
直
入
院
、
福
伝
寺
な
ど

の
墓
地
が
入
り
組
ん
で
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
由

井
村
の
萬
福
寺
所
有
地
を
買
収
し
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
後
拡
張
し
て
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

に
現
在
の
墓
域
と
な
り
ま
し
た
。
墓
域
内
に
は
渋

谷
定
七
や
肥
沼
信
次
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
八
王
子
空
襲
で
の
死
者
の
う
ち
、
引
き

取
り
手
の
な
か
っ
た
戦
災
死
没
者
50
体
の
遺
体
を

埋
葬
し
た
「
戦
災
死
没
者
の
墓
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
法
要
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲戦災死没者の墓

廣園寺境内の
文化財

緑
町
霊
園

総門仏殿山門
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